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加味根しろう かみね史朗
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今
後
も
こ
の
信
条
を
貫
き
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

和歌山県那智勝浦町生まれ。立命館大学文学部卒。
日本共産党府議団副団長、総務・警察常任委員、エネルギー対策特別委員。
森永ひ素ミルク中毒の被害者を守る会京都府本部委員長、
京都障害児者の生活と権利を守る連絡会常任委員

府会

公約
くらし丸ごと応援！
かみね史朗の3つの主な約束

実績 みなさんと力をあわせ、願い実現

▶�中学卒業までの医療費無料化と保育の無料化
▶�温かい全員制の中学校給食と給食費の無償化
▶�府独自の給付制大学奨学金と奨学金返済の助成

▶国民健康保険料の値下げと介護・医療の負担軽減
▶中小企業支援とセットで時給 1500円実現
▶ブラック企業根絶と正規雇用、残業規制の条例化

2 生活と営業、雇用をトコトン応援

▶北陸新幹線より災害対策やくらし優先に
▶消費税 10％、憲法９条改悪ストップ
▶米軍レーダー基地撤去、原発再稼働ストップ

3 安倍政治を京都に持ち込ませない

4 年間に 2回提出の中学卒業まで
の医療費無料化請願に賛成したの
は共産党だけ。昨年の決算総括質
疑で知事に強く実現を求めました。
ひきつづき無料化をめざします。

平成 25年台風 18号による府管理
河川での氾濫被害は、河川改修を怠っ
た府の責任が大きいと追及し河川整
備計画をつくらせました。また府独自
の被災者支援給付を実現しました。

河川改修の遅れ追及、
府独自の災害支援を実現

市内の大学で行った学生アンケート
調査をもとに議会で対策を要求。行
政によるブラックバイト対策協議会
と相談窓口を実現。京都に働く若者
の奨学金返済助成も実現しました。

子どもの医療費助成を拡充 ブラックバイト対策、
奨学金返済支援を実現

1 子育てと若者をトコトン応援

日本共産党
かみね史朗さんに
期待します。

かみねさんは、危険な七条通の住民合意での早期拡幅の運動や、京阪京
都バスで敬老乗車証が使えるように求める運動でいっしょに署名活動に
とりくみ、地域要求実現に欠かせない人です。これからも期待しています。

すみよい西京極をつくる会代表　片山　優さん

南丹市で豪雨被害を調査 大学前で学費・バイトの
アンケート調査

中学卒業までの
医療費無料化を
知事に質問

米軍レーダー基地
撤去求めデモ

▲

働き方アンケート
調査

▲

給付制奨学金の
請願を紹介

▲

人
の

痛
み
を

わ
が
こ
と
と
し
て

隠ぺい 改ざん消費税10%ストップ。9条改憲・原発再稼働NO!　　　　　　 安倍政治とキッパリ対決

民商事務局員として30余年。

中小業者の営業とくらし、納税者の権利を守る仕事に

取り組んできた経験を活かし、

中小零細企業の支援や、税制改革、

マイナンバー制度の中止を求めてきました。

引き続き、営業とくらし、

平和を守る自治体の実現へ力尽くします。

山田こうじ 市会
こうじ山田

1955年大阪生まれ。76年、右京民主商工会事務局員。
95年、京商連青年部協議会事務局長。
97年、原水爆禁止右京協議会事務局長。
2015年、京都市会議員。

京都市会議員

平
和
で
こ
そ
商
売
繁
盛

命とくらし守る政治の実現へ

　高すぎる国保料がくらしをおびやかし、保険料滞納でお医者さん
にかかれず命をもおびやかしています。全国知事会なども、公費を1
兆円投入し、国保料引き下げを、政府に求めています。京都府・京都
市が力合わせて大幅な国保料引き下げへ力を尽くすことを求めます。
　市民の運動の結果、子どもの医療費助成を月額上限 1500 円に引
き下げる方針が発表されました。窓口負担ゼロへ！さらに頑張ります。

　20年来住民のみなさんと粘り強く求めてき
た阪急西院駅のバリアフリー化。嵐電と接続
する改札に続き、西側改札も 2020 年度には
完成予定です。

　ホテルや民泊・大型商業施設が乱立し、市民のくらし
を支えてきた小売商店など地元中小企業が廃業に追い込
まれ、「住みつづけられない」と悲鳴が上がっています。
　「宿泊施設拡充誘致方針」を見直し、京都経済と市民
のくらしを守り、雇用の 7割を支えている既存の中小企
業を支援することを求めます。

　若者に巨額の借金を負わせるのではなく、返
済不要の給付制奨学金制度の創設を求めます。

高すぎる国保料の引き下げを！命とくらしを
おびやかす、

京都市独自の
給付制奨学金を！

　　　　　　阪急西院駅  
バリアフリー実現！

ホテル・民泊の
誘致ではなく、 中小企業の応援こそ！

長年の運動の成果!

右京へ全力！
ずっと

住みたい

LDA-KYOTOの
みなさんとシール
投票宣伝

▲

ま
ち
か
ど
の
元
気
印


